






































The policies and the efforts for "Women Activities" of thinking especially
important about the work, By the employment pattern, by the consort-rela-
tion, and by the existence or nonexistence of the child
－ "The questionnaire about the way of woman's working" From the investigation report －
Akemi SUGITA
Abstract
The purpose of this paper is the following point about the policies and the efforts for "Women Activities" of
thinking especially important about the work.
Is there a difference which depends on 1, 2, and 3?
1. The employment pattern
2. The consort-relation
3. The existence or nonexistence of the child
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図４　子どもの有無別「仕事をしていく上で特に重要だと思う“女性の活躍”のための施策・取組」
出所：「女性の働き方に関するアンケート」調査報告書Ｐ112Ｑ26〔年齢別・配偶関係別・子どもの有無別〕から、筆者作成。
雇用形態別、配偶関係別、子どもの有無別「仕事をしていく上で特に重要だと思う“女性の活躍”のための施策・取組」 杉田
－ 75 －
「仕事をしていく上で重要と思う施策・取組」を、
子ども有（以下、有）も子ども無（以下、無）も５位
までを挙げると、「女性の活躍促進や仕事と子育ての
両立支援に取り組む企業に対する支援」（有５位26.5％、
無３位24.8％、有が1.7ポイント高い）、「男性の家事・
育児への参加促進」（有２位30.3％、無４位23.8％、有
が6.5ポイント高い）、「待機児童の解消」（有４位29.2％、
無１位26.7％、有が2.5ポイント高い）、「女性の就労や
働き方に中立な税制社会保障制度の検討」（有２位
30.3％、無２位26.7％、有が3.6ポイント高い）である。
有は５位以内であるが、無は５位以下が、「放課後
児童クラブ等の充実」（有１位33.5％、無10位15.1％、
有が18.4ポイント高い）である。無は５位以内である
が、有は５位以下が、「女性役員・管理職の増加」（有
９位15.0％、無５位19.4％、無が4.4ポイント高い）で
ある。
子どもの有無別「仕事をしていく上で重要だと思う
施策・取組」において、有、無のいずれかが１位から
５位までの項目で、５ポイント以上の開きがあるのは、
「男性の家事・育児への参加促進」、「放課後児童クラ
ブ等の充実」である。２項目とも、有が無を上回って
いる。特に、「放課後児童クラブ等の充実」は、子ど
ものいる働く女性にとって「小１の壁」問題が大きい
ことを物語っているといえよう。子どもがいない働く
女性との差は２倍以上である。
「仕事をしていく上で重要だと思う施策・取組」にお
いて、有も無も５位以内は４項目である。これらは
「“女性の活躍”のために重要だと思う施策・取組」で
も５位以内である。
以上からは、有も無も、「仕事をしていく上で重要
だと思う施策・取組」の上位項目は、「“女性の活躍”
のために重要だと思う施策・取組」の上位項目とほぼ
一致しているといえよう。
４．おわりに
「仕事をしていく上で重要と思う施策・取組」は、
「雇用形態」、「配偶関係」、「子どもの有無」によって、
差異があるか否かを明らかにすることが、本稿の目的
であった。そのため、総数だが、「“女性の活躍”のた
めに重要だと思う施策・取組」における「とても重要」
の上位５位までを確認した。それを踏まえて、「仕事
をしていく上で重要と思う施策・取組」を雇用形態別、
配偶関係別、子どもの有無別にみた。それらについて
の順位を整理したものを表２６に示す。
表２から、「女性の活躍促進や仕事と子育ての両立
支援に取り組む企業に対する支援」、「男性の家事・育
児等への参画促進」、「女性の就労や働き方に中立的な
税制・社会保障制度の検討」は、雇用形態別でも配偶
関係別でも子どもの有無別でも、「仕事をしていく上
で重要と思う施策・取組」（総数）の５位までに入っ
ており、かつ「“女性の活躍”のために重要だと思う
施策・取組」の５位までに入っていることがわかる。
「待機児童の解消」は配偶関係別の離別・死別だけが
５位までに入っていないが、この点に関しては、離
別・死別の場合、待機児童の解消が問題となる年齢層
が少ないといったことが考えられるのではないだろう
か。また、「放課後児童クラブ等の充実」は雇用形態
別の非正規、配偶関係別の未婚、子どもの有無別の無
が５位までに入っていない。非正規雇用で働いている
女性は、短時間勤務のケースも多いことが、このよう
な結果となったのではないだろうか。未婚の女性も、
子どものいない女性も、「待機児童の解消」は自分に
引き付けて考えることができても、「小１の壁」を自
分に引き付けて考えることは難しいのではないだろう
か。
「仕事をしていく上で重要と思う施策・取組」は、
総数でみた場合の５位まで（１位：女性の就労や働き
方に中立的な税制・社会保障制度の検討、２位：待機
児童の解消、３位：男性の家事・育児等への参画促進、
４位：女性の活躍促進や仕事と子育ての両立支援に取
り組む企業に対する支援、５位：放課後児童クラブ等
の充実、表２参照）と、雇用形態別、配偶関係別、子
６　本文では触れていないが、表２には「仕事をしていく上で重要と思う施策・取組」に関して、総数も示した。
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ども有無別でみた場合の５位までとで大きな差異７は
ないことが判明した。
なお、「“女性の活躍”のために重要だと思う施策・
取組」に関しても、「雇用形態別」、「配偶関係別」、
「子どもの有無別」のデータを用いて分析し、「仕事を
していく上で重要と思う施策・取組」における「雇用
形態別」、「配偶関係別」、「子どもの有無別」の分析結
果との比較を示したいと考えている。
７　差異は、「おわりに」ですでに述べたとおりであるが、非正規と未婚とにおいての「放課後学童クラブ等の充実」が５位以下である点
に関しては、非正規では「出産・子育て後の女性の再就職支援」が４位であり、未婚では「子どもが３歳になるまでは男女が子育てに
専念できる職場環境の整備」が５位である。離別・死別においての「待機児童の解消」が５位以下である点に関しては、「テレワークの
普及や長時間労働の抑制等によるワーク・ライフ・バランスの推進」が３位である。
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単位：位
項　　　　　目
重要だと
思 う 施
策・取組
（とても
重要）　
仕事をしていく上で重要と思う施策・取組
女性役員・管理職の増加
M字カーブの改善
女性の活躍促進や仕事と子育ての両立支援に
取り組む企業に対する支援
子どもが３歳になるまでは男女が子育てに専念
できる職場環境の整備
育児休業３年取得を推進する企業に対する支援
男性の家事・育児等への参画促進
育児休業からの円滑な職場復帰に向けた支援
出産・子育て後の女性の再就職支援
子育て経験を生かした女性の起業に対する支援
テレワークの普及や長時間労働の抑制等による
ワーク・ライフ・バランスの推進
特に仕事と子育ての両立が困難な女性研究者等
の支援
公務員における女性の活用・登用の拡大、男女
の両立支援
待機児童の解消
放課後児童クラブ等の充実
妊娠・出産等に関する情報提供や産後ケアの強化
ベビーシッターやハウスキーパーなどの経費負
担の軽減
女性の就労や働き方に中立的な税制・社会保障
制度の検討
注：上位５位までには、網掛けをした。
表２　「“女性の活躍”のために重要だと思う施策・取組」（「とても重要」）と雇用形態別、配偶関係別、
子どもの有無別「仕事をしていく上で特に重要だと思う“女性の活躍”のための施策・取組」（順位）
